
 
様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成 23 年 4 月 27 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究分野：生態工学 
科研費の分科・細目：農学・園芸学・造園学 
キーワード：環境、生態学、進化、植物、河川 
 
１．研究計画の概要 
 我々は河川生態系の固有種の生育環境を
明らかにするための研究を 1970 年代から続
けてきたが、この 10 年ほどの間にマイクロ
ハビタットの重要性が明らかになってきた。
ハビタットとしては同一とみなされる場合
にも、(細粒土砂の堆積や蘚苔類の生育の有
無など）マイクロハビタットの違いによって
植物に対する影響がまったく異なることが
あることがみいだされたからである。 
 しかし、上流域の岩場を生育地とするユキ
ヤナギでは蘚苔類の生育が実生の定着を助
け、中流域の砂礫地を生育地とするカワラノ
ギクでは蘚苔類の生育が実生の定着の妨げ
となるように、未だ体系的な理解は得られて
いない。 
 そこで、首都圏を中心に日本の河川を比較
しながら、(1)河川の上流域の岩場のユキヤ
ナギ、(2)中流域の砂礫地のカワラノギク、
(3)下流域の干潟のウラギク、(4)中流域の礫
質の水域に生育するカワシオグサに着目し
て、マイクロハビタットの生成、生育初期の
植物の反応、出水による破壊からの再生、実
験的なアプローチを行って、マイクロハビタ
ットを体系的に理解する。さらに、(5)河川
工学の観点から(1)～(4)について総合的な
理解を深める。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)河川の上流域の岩場のユキヤナギ 

出水が河岸の岩場のユキヤナギ個体群に
与える影響を明らかにするために、出水から
3 年経過した個体群における開花状況につい
て調査を実施した。北向き斜面の個体群にお
いては、開花個体の割合が前年度に比べて増
加した。東北地方から四国地方の 15 河川の

ユキヤナギ個体群について SSR多型解析を実
施した。河川間では遺伝的分化が確認された
ものの、同一河川内は遺伝的に固定されてい
る場合が多かった。 
(2)中流域の砂礫地のカワラノギク 
 実生の出芽時期が実験室のデータから一
般に考えられている３月下旬に限らず、５月
下旬にも出芽することがあることが明らか
になった。 
(3)下流域の干潟のウラギク 
 分布が高茎草原の縁に限られていること
が明らかになった。夏期の死亡がカニによる
根もとの剥離によることを発見した。 
(4)中流域の水域のカワシオグサ 
付着物の回復を調べるため、河床付着物へ

の人工的な出水のインパクト実験を実施し
た。人工的に与えた出水規模に応じて付着藻
類の現存量は小さくなるが、その後一定時間
が経過すると、それぞれの付着藻類量は同程
度まで回復した。また、河床を単位面積当た
りでみた場合、出水直後の現存量は石のサイ
ズごとに異なるが、回復するにつれて河床面
で一様になることが示唆された。 
(5)河川工学の観点からの理解 
多摩川の上流から永田地区に至るまでの

河床材料サイズを調べ、その規定要因を探っ
た。１／４０より急勾配では、ステッププー
ルが形成されると共に礫径は河床勾配で規
定された。ユキヤナギが自生しているような
１／４０より緩勾配かつ扇頂より上流では、
洪水末期に堆積する細粒土砂が表層を覆い、
礫径よりは細かかったので、河原植物は安定
しにくい。一方、扇状地区間では洪水流量と
河床勾配で河床材料サイズが規定されるが、
カワラノギク生育地近くでは堰の影響でア
ーマー化しており、ヨシで覆われていた。 
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３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
 （理由） 
 ユキヤナギ、カワラノギク、カワシオグサ
は順調に進んでいる。ウラギクの減少が著し
いため、調査の継続が難しいが、マイクロハ
ビタットと分布の関連について植物を傷め
ない調査の着想があるので、ウラギクの回復
を図りながら、最終年次に調査を行うことで
対応できる。河川工学からの知見は後半に討
論を十分に行うことで対応できる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)河川の上流域の岩場のユキヤナギ 
 洪水を模した実験を行い、軟木の特性を明
らかにする。近縁種の遺伝的解析を行い、ユ
キヤナギで得られた結果との比較を行う。 
(2)中流域の砂礫地のカワラノギク 
 造成によって形成された礫河原における
実生の挙動を調査する。生育の良いミクロサ
イトと生育の悪いミクロサイトの環境を比
較し、土壌を採取して栽培実験を行う。 
(3)下流域の干潟のウラギク 
 カニによる食害について、夏期に観察する。 
種子の緑陰感受性についての実験結果が安
定しないので、再度実験する。 
(4)中流域の水域のカワシオグサ 

付着藻類については、河床付着物への人工
的な出水のインパクトを実験で、種組成の変
化に注目して調査する。調査場所については
河川水質の良好な上流域でも、同様な実験を
おこない、水質の影響について検討する。 
(5)河川工学の観点からの理解 

これまで流域地質が岩盤の物理特性及び
谷の形状を規定し，ユキヤナギの生育環境を
規定しているという仮説を得たので、複数河
川の比較調査を行う。また，上流から中流に
かけて河床材料調査を実施し，カワラノギク
の生育場に見られる河床材料が流域地質と
河川構造物の影響をどのように受けている
のかを解析する。 
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